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＜目的＞　近年女性をめぐる環境の変化や性別人口のアンバランスによって男性の結婚難が

生じている。したがって、男性の結婚に対する関心ヽが高まり、積極的に対応する傾向が見ら

れるが、その方法の１つとして、人間関係の媒介のための衣服や態度が気配りされ、自己表

現の手段として重視されている。本研究では、男性の衣生活の意識や態度と、個人特性や生

活条件、結婚観、家庭像、結婚式との関連についてアンケート調査を行い、男性の結婚に対

する意識や態度と、ファッション意識について考察することを目的とした。未婚者、既婚者

　（結婚後３年までのグループ）についても比較、検討した。

＜方法＞　調査は、近畿地区に在住する20～30歳の未婚の男性170名、既婚の男性（結婚３

年まで）117名、計2 87名を対象として、1991年8～10月に配布留置法により行った。主な

調査項目は個人特性、結婚の意識と態度、結婚の実際、披露宴の衣裳のイメージ、ファッシ

ョン意識・態度である。分析は、単純集計、クロス集計、因子分析、クラスター分析を行い、

結婚に対する意識とファッション意識との関連を検討した。なお、未婚者と既婚者について

も別に比較を行った。

＜結果＞　未婚者は平均年齢26歳、理想の結婚式は形にこだわらない式である。服装の情報

源はファッション雑誌で、服装の対人意識の対象は、異性の友人である。既婚者は平均年齢

は28歳で、結婚式を挙げた場所はホテルや式場で人並みの式である。服装の情報源はデパー

ト専門店の陳列商品で、服装の対人意識の対象は主として妻である。未・既婚者のめレープ

間のカイニ乗値による検定では、個人特性、理想の結婚の有意性が多く、ファッション意識

では有意差はみとめられなかった。
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＜目的＞経済や学問のグD ーバル化が進んでいる。被服の分野においても、テキスタイル、

アパレルの生産やマーケティングは既にグローバルに行われており、被服学研究も部分的

には国際的な活動がなされている。しかし、家政学の被服学分野の国際交流は、十分とは

いえないところがあり、家政学会においては、国際交流委員会を中心としてこれを促進す

るための活動がなされている。被服学における国際交流はいろいろの分野で行い得るが、

研究という視点から国際交流を図るとき、まずそれぞれの国における研究内容を把握して

おく必要があり、前報に引き続き本報では、アメリカ（米）の大学における被服学の研究

内容を日本のそれと比較検討した。

＜方法＞過去10年間の家政学会年次大会要旨集（日本）と、International Textile and

　ApparelAssociation（旧名ACPTC）Proceedings（米）を資料として用い、被服学研究を

　14領域に分類して比較した。

＜結果＞各年度の総発表件数は、日本はここ10年間あまり変化してない（平均159. 5件/年）

が、米は漸増（177件/1991）している。これらの発表件数を研究領域別に日米比較した結

果、日本での発表件数｡が多く、米で少ない研究領域は「構成」、「材料」などであり、逆

に米での発表吽数が多･く、日本で少ない研究領域は「被服教育」、「販売」などであった。

米における「被服教育」に分類される研究は全研究数の約25％を占め、全領域の中で最も

多い。この「被服教育」に分類された研究内容をさらに詳しく分析した結果、「コンピュ

ータ教材」「販売」「カリキュラム」などに関する研究が多いことがわかった。
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